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「生団連ニュースレター」は、国民の生活・生命を守るという使命を追求する生団連の

取り組みに関する最新情報を、日頃ご支援いただいている皆様にお伝えしています。

平成２６年５月号

国民生活産業・消費者団体連合会

ニュースレターニュースレターニュースレターニュースレター

【お問合せ先】

国民生活産業・消費者団体連合会 清水(栄)／宮田 ☎：03-3662-5240 ✉：jimu@seidanren.jp

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル7階 URL：http://www.seidanren.jp/

生団連は清水信次会長(㈱ライフコーポレーション会長)の発案で設立、「国民の生活・生命を守る」ことを使命とする団体です。

会員は５００超の企業、業界団体、消費者団体から構成され、日本の直面する諸課題解決に向け生活者視点で取組んでいます。

～～～～ 会員の皆様へのお知らせ会員の皆様へのお知らせ会員の皆様へのお知らせ会員の皆様へのお知らせ ～～～～

平成平成平成平成26262626年度年度年度年度 定時総会・記念講演会・記念パーティ定時総会・記念講演会・記念パーティ定時総会・記念講演会・記念パーティ定時総会・記念講演会・記念パーティ

・日時：平成26年6月11日（水）

・場所：ホテルニューオータニ

定時総会：15時～16時

記念講演会：16時15分～17時15分

記念パーティ：17時30分～19時

4月9日、東京會舘にて常務理事会・理事会合同会

議を開催しました。本会議では58名の役員（代理出席

含む）が出席しました。 会議に先立ち、「日本経済の

これから」と題して前中国特命全権大使・前伊藤忠商

事㈱会長 丹羽宇一郎様よりご高話をいただきました。

会議の議題については、委員会（災害対策・食品廃

棄対策・エネルギー問題対策・人口減少と超高齢社

会対策）を中心とする活動状況、平成２６年度事業計

画の考え方、平成２６年度定時総会に向けての諸事

項についてお諮りし、すべての議案が原案通り異議

なく可決承認されました。

～～～～ 高話高話高話高話 ～～～～ 「「「「日本経済のこれから日本経済のこれから日本経済のこれから日本経済のこれから」」」」

前中国前中国前中国前中国特命全権大使・前伊藤忠商事㈱特命全権大使・前伊藤忠商事㈱特命全権大使・前伊藤忠商事㈱特命全権大使・前伊藤忠商事㈱会長会長会長会長

丹羽丹羽丹羽丹羽 宇一郎宇一郎宇一郎宇一郎 様様様様

～～～～ 生活産業界・消費者団体から５生活産業界・消費者団体から５生活産業界・消費者団体から５生活産業界・消費者団体から５８８８８名の役員が集まり、今期の活動方針を確認名の役員が集まり、今期の活動方針を確認名の役員が集まり、今期の活動方針を確認名の役員が集まり、今期の活動方針を確認 ～～～～

（写真：昨年度総会と記念パーティより）

丹羽先生からは、中国の政

治体制を身近で体感されたお

立場ならではの分析を加えつ

つ、世界経済における中国の

重要性を踏まえ、日本の今後

の道筋についてお話をいただ

きました。
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第第第第2222回エネルギー問題対策委員会開催回エネルギー問題対策委員会開催回エネルギー問題対策委員会開催回エネルギー問題対策委員会開催 ～勉強会および今後の取組み～～勉強会および今後の取組み～～勉強会および今後の取組み～～勉強会および今後の取組み～

4月28日、憲政記念館にて国際経済研究所との共

催で定例勉強会を開催しました。今月は講師に衆議

院議員の田中和德先生をお招きし、「我が国の犯罪

防止対策とその意義」というテーマでご講演をいただ

きました。

田中先生は現在、自由民主党政務調査会副会長

兼事務局長や衆議院常任委員会与党筆頭理事、刑

務所等就労支援強化特命委員会委員長、更生保護

を考える国会議員連盟会長などの要職を務めておら

れます。

今回は更生保護における就労支援について、刑務

所出所者の現状と課題や、就労と再犯の関係性を

踏まえて説明いただきました。そして刑務所出所者

を支援する制度の必要性を訴えられました。

田中 和德 先生

定例勉強会開催定例勉強会開催定例勉強会開催定例勉強会開催 ～～～～衆議院議員、田中和德先生衆議院議員、田中和德先生衆議院議員、田中和德先生衆議院議員、田中和德先生～～～～

4月24日、東海大学校友会館にて第2回エネルギー

問題対策委員会が開催されました。今回は26名の委

員が出席しました。

本会は2部構成で、最初に一般社団法人日本エネ

ルギー経済研究所の需給分析・予測グループマネー

ジャーの栁澤（やなぎさわ）様より、「エネルギー需給

と政策」というタイトルで、日本だけでなく世界の状況

も含むエネルギーの全体像からエネルギー基本計画

および電力システム改革の概要について詳細な分析

と考察をしていただき、エネルギー問題を考えるにあ

たっては、色々な評価軸をバランスよく考えることが重

要であるとのお話がありました。

後半は事務局より今後の取組み内容について説明

を行いました。

【今後の取組み】

①電力システム改革による制度面・技術面の変化、

『世の中がどう変わっていくか』をポイントとして勉強

会を重ね、生活により身近なところでのエネルギー

対策を検討していくこと。

②エネルギー問題と地球環境に関する調査・研究の

一環として、環境問題と生活に密接している『廃棄

物リサイクル』について、環境・経済・生活・資源等

の全体を見渡して『知らないこと』を勉強し、現在の

仕組みについて考え直す分科会を設置すること。

以上2点について取組んでいくことといたしました。

今後、エネルギー問題や地球環境問題など難しい

課題でありますが、生活者視点に重点を置いて、取組

みを進めてまいります。

一般社団法人

日本エネルギー経済研究所

マネージャー 栁澤 明様


